
         茶病害虫防除情報        令和 5 年 2 月 20 日 

【第 10 号】     鹿児島県経済連・肥料農薬課 

           主要病害虫の生態と防除ｼﾘｰｽﾞ（8） 

          チャノホソガ (サンカクハマキ) 

発生と防除のﾎﾟｲﾝﾄ 

 製茶品質に影響の大きい重要害虫である。蛹で越冬し、年間の発生回数は 6～8 回

である。概ね新芽生育と合せ発生するが、成虫発生期と新芽の生育期一致する地域、

品種園で被害が大きくなる。二・三番茶期の発生は多く、被害も大きい。三角巻葉内

に虫糞を充満させ、製茶品質（水赤）を低下させる。新芽の萌芽～2 葉期頃に葉裏に

産卵し、幼虫は潜葉期、葉縁巻葉期を経て摘採期頃に三角巻葉期となる。 

 防除は萌芽～1 葉期の卵～幼虫潜葉期頃に薬剤散布する。2・3 葉期以降の産卵では 

被害は少ないので、防除の必要はない。 

 

発生生態 

害虫の種類  昆虫･鱗翅目 

  発生の状況  普遍的に発生  被害大 

形態と診断  寄生･加害特徴：新葉を三角巻葉加害  茶園の全面に発生 

新葉裏面の微小水滴状の卵粒､表皮下潜葉･葉縁巻葉幼虫で確認 

成虫：翅の中央に金色の三角形斑紋があり､約4㎜で細長い 

幼虫：孵化直後の潜葉期幼虫は葉裏表皮下を食害､約0.6㎜  

            葉縁を巻く葉縁期幼虫を経て､三角卷葉幼虫へ発育 

                     三角巻葉幼虫は8～10㎜で卷葉内に虫糞を充満 

蛹 ：葉裏に繭を作り､約6㎜ 

卵 ：葉裏に1粒ずつ産卵 約0.5㎜微小水滴状(微小な水滴が付いたよ

うに見える)1葉当たり1～6粒 総産卵数20粒 

 

  被害の様子  巻葉内の虫糞が製茶品質(特に水色が赤くなる)を著しく低下させる｡ 

巻葉30葉／㎡以下では影響がなく､100葉／㎡以上で品質が低下(水赤)。 

(三角巻葉量が摘採生葉量の5％未満までは影響はない､5％を越すと､

水色が赤みをおび､25％を越すと飲用できない状態になる｡ 

巻葉の褐変落葉で茶芽生育にも幾分影響し､減収被害もある｡ 

ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ､ｶﾝｻﾞﾜﾊﾀﾞﾆの好適な生息場所にもなり､これらの発生加害

を助長する。 

 

  生態･生活史  越冬：蛹(葉裏) 3月～4月に第1回成虫羽化 4月中旬発蛾最盛期 

         卵期間： 3～7日 

         潜葉幼虫(1･2齢)期間：7～10日 新葉表皮下潜行で吸液型 



         葉縁幼虫(3齢)期間：2～4日 新葉組織食害型 

         三角巻葉幼虫(4･5齢)期間：5～10日 巻葉食害型 巻葉内に糞充満 

         蛹期間：10～16日    産卵～羽化期間：32～49日 

 

    発生消長   年間発生回数は5～7回  

2月下旬～4月に越冬世代成虫が発生し､幼虫被害は4月頃･一番茶期から

ほぼ1ｶ月おきに発生 

                  第1世代幼虫：4月下～5月上旬(一番茶芽) 成虫：5中～6月上旬 

         第2世代幼虫：5月下～6月中旬(二番茶芽) 成虫：6月下～7月上旬 

                  第3世代幼虫：6月下～7月中旬(三番茶芽)  成虫：7月下～8月上旬 

         第4世代幼虫：7月下～8月中旬(秋芽)    成虫：8月下～9月上旬 

         第5世代幼虫：8月下～9月中旬(秋芽)   成虫：9月下～10月上旬 

         第6世代幼虫：10月上～中旬              成虫：10月中～11月上旬 

         第7世代幼虫：11月中～下旬         成虫：翌年3月下～4月上旬 

         (第2･3世代の二･三茶への発生被害が大きく､第4･5世代の秋芽に対   

                   する発生が多い) 

 

  発生条件  成虫発生期と新芽生育期が一致すると(地域･品種)発生が多くなる。 

幼木園･中切り更新園などは産卵に適する新芽の生育期間が長いので  

発生が多くなる。 

品種が混在する地域､早生品種園､早場産地で多い傾向がある。 

気象との関係は､晩秋期～初冬期の高温は最終世代虫の羽化死滅で、また

春先の寒暖差が大きいと越冬密度が低下し､発生が減少する傾向がある。 

  天敵    影響 中 ﾊﾗﾅｶﾞﾐﾄﾞﾘﾋﾒｺﾊﾞﾁ ｷｲﾛﾎｿｺﾊﾞﾁ ﾎｿﾅｶﾞｺﾊﾞﾁ ﾋﾒﾊﾞﾁ 天敵ｳｲﾙｽ 

           (秋季は天敵･寄生蜂の寄生率が高くなる) 

 

  防除方法 

  防除のﾎﾟｲﾝﾄ    ①1葉期頃に新葉への産卵･潜葉幼虫の状況を確認し防除を判断する。 

②若齢幼虫の潜葉期･1葉期が防除適期､必ず三角巻葉前に防除する。

③摘採期が近まり巻葉がみられたら､早めに摘採し､被害を回避する。

④防除薬剤のIGR剤は卵期～表皮下潜行幼虫の初期に､その他の薬剤

 は表皮下潜行幼虫期（潜葉期）に散布する。 

⑤摘採10日前(2～3葉期)で､卵期の状態であれば防除の必要はない。 

⑥二･三番茶期は､収穫する新芽の時期の防除のため使用基準の摘採

前日数1～7日前薬剤を選んで防除する。 

⑦2回整枝技術により加害する遅れ芽を除去し､発生を軽減する。 

⑧秋芽生育期の防除も徹底し､翌年への発生源を少なくする。 

⑨IGR剤、ｼﾞｱﾐﾄﾞ系剤は地域により薬剤抵抗性が発現しているので留

意し、地区栽培暦採用薬剤で防除する。 

 

 



  具体的防除方法 

  薬剤防除方法 

防除時期 農 薬 名 希釈倍数(倍) 使用基準  備考 注意事項 

二・三番茶期 

萌芽～1 葉期 

【IGR 脱皮阻害剤】 

ｶｽｹｰﾄﾞ乳剤 

ﾉｰﾓﾙﾄ乳剤 

【IGR 脱皮促進剤】 

ﾌｧﾙｺﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ 

ﾏﾄﾘｯｸﾌﾛｱﾌﾞﾙ 

【ｼﾞｱﾐﾄﾞ系剤】 

ｴｸｼﾚﾙ SE 

ｻﾑｺﾙﾌﾛｱﾌﾞﾙ 

ﾃｯﾊﾟﾝ液剤 

【ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系剤】 

ｽﾀｰｸﾙ顆粒水溶剤 

ｱﾙﾊﾞﾘﾝ顆粒水溶剤 

ﾀﾞﾝﾄﾂ水溶剤 

ﾊﾞﾘｱｰﾄﾞ顆粒水和剤 

ﾓｽﾋﾟﾗﾝ顆粒水溶剤 

【BT 剤】 

ｴｽﾏﾙｸ DF 

ｻﾌﾞﾘﾅﾌﾛｱﾌﾞﾙ 

ﾁｭｰﾝｱｯﾌﾟ顆粒水和剤 

ﾚﾋﾟｸﾘｰﾝ DF 

【その他の剤】 

ｱｸﾞﾘﾒｯｸ 

ｱﾌｧｰﾑ乳剤 

ｱﾌｧｰﾑｴｸｾﾗ顆粒水和剤 

ﾃﾞｨｱﾅ SC 

ｽﾋﾟﾉｴｰｽﾌﾛｱﾌﾞﾙ 

除虫菊乳剤 3 

ｻﾝｸﾘｽﾀﾙ乳剤 
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7 日前 2 回 

7 日前 1 回 

 

7 日前 2 回 

7 日前 2 回 

 

7 日前 1 回 

3 日前 1 回 

3 日前 1 回 

 

7 日前 2 回 

7 日前 2 回 

7 日前 1 回 

7 日前 1 回 

7 日前 1 回 

 

7 日前 ― 

7 日前 ― 

前日  ― 
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7 日前 1 回 

7 日前 1 回 

7 日前 1 回 

前日 1 回 

  7 日前 2 回 

10 日前 3 回 

 前日 ― 

・葉裏へ産卵、潜葉幼虫 

 を確認して防除すると 

 効果的である。 

・IGR 剤は卵の時期に散

布する。また地域によ

り薬剤抵抗性が発生し

ているので留意する。 

・ｼﾞｱﾐﾄﾞ系剤は地域によ

り薬剤抵抗性が発生し

ているので留意する。 

・ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系剤はｳﾝｶ、ｽ

ﾘｯﾌﾟｽとの同時防除に適

用し、薬剤抵抗性発現を

考慮し、1 回／年使用と

する。本系剤は卵期散布

が良い。 

・BT 剤は葉縁卷葉期の散

布で、虫糞排出抑制など

被害軽減効果がある。 

・BT 剤は JAS 有機栽培、

輸出栽培に使用できる。 

 

 

 

 

 

・JAS 有機栽培に使用可 

    〃 

    〃 

秋芽生育期 

（8 月上～9 月

上旬） 

同上及び 

【その他の剤】 

ｸﾞﾚｰｼｱ乳剤 

ﾊﾁﾊﾁ乳剤 
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14 日前 1 回 

14 日前 1 回 

 

・ｳﾝｶ、ｽﾘｯﾌﾟｽなどと同時

防除する場合は適用の

ある剤を選択する。 



チャノホソガと被害 

   

     成虫        卵     潜葉幼虫      三角卷葉中の幼虫と虫糞 

             （卵から潜葉幼虫が防除適期） 

  

 葉縁卷葉（中に幼虫）           三角卷葉 

（薬剤防除効果あり）     （中に虫糞を貯め、品質に影響する） 

（BT 剤はこの時期に散布する）    （この時期の防除効果はない） 

      （上段 20～30％） 

    収穫生葉への卷葉混入率が高くなると水色に影響する （下段左 3% 右 0%）  


